




























対象はT大学の 2020 年度春学期に開講された「スポーツ（エアロビクス）」を選択した大学 1年生
46 名である。回答用紙の記入漏れがあるものを、調査対象から除外した結果、有効な回答数は対面授
業が 46 名、遠隔授業が 37 名であった。
調査用紙の冒頭に研究の趣旨を記述し、研究参加の任意性について伝え、同意する場合のみ回答する






















































































各授業におけるエアロビックダンスの主観的運動強度は、対面授業で 11.40 ± 1.83、遠隔授業で
11.60 ± 1.48 であり、有意な差は認められなかった。対面授業および遠隔授業による運動実施状況と運
動に対する意識について比較した結果の割合を図 4～ 8に示した。
図 4．達成度 図 5．理解度
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